
情報交換の発表要旨…… 

島根県松江市 吉 野 安 久  

 宍道湖、中海にどの位の白鳥が来ておるか、特 

に――これが中海で、これが島根半島でございま 

して、端のところは（みよの関明神）それからこ 

ちらが出雲大社と、関の五本松の関と。中間のと 

ころに宍道湖と中海があります。今その中海のお 

話をいたします。 

 どの位来ますかと言いますと、最近のことです 

が―歴史的に出ておりますのは１,２００年程前 

の日本書記にも、出雲風土記にも出ております。 

最近は会長の内田さんの方で明治の資料が出まし 

たし、大正の資料も出ました。それから戦後は宍 

道湖に―― 

 意東海岸へ飛んで来まして、ここの意東の海岸 

と、（いや滞）を往復して、夜はここで眠り、ひ 

るはこちらです。この様なことを続けて参りまし 

て、４２年１５０羽、それから２００羽、１６０ 

羽、２８０羽、２３０羽と今年の１月は３４０羽 

とだんだんふえています。 

 今の話で保護区がだんだん拡大しましたので、 

その話を申し上げます。 

 ４０年にはこれだけが大きくなっております。 

４１年暮から４２年に白鳥がまいりまして、すぐ 

に４２年の１０月には保護区を拡大していただき 

ました。陳情その他で。 

 ところが拡大してもらいましたが、極一部分拡 

大しまして、拡大した線の外側が、ちょうどその 

線の上まで拡大した。こういうふうになりますと 

陸上からずいぶんカモが来ておりまして数万羽の 

カモが―― 

 ここから、陸上からカモを追っている形になり 

ます。 

 ４３年５月には、ここから５００ｍ、ここまで 

保護区にしてもらいました。なお次に４６年です 

が、保護区を拡大してもらいました。 

 

―――大根島これだけを線をつなぎまして、干拓 

してこの線がここまで。鳥取県と島根県の県境が 

はっきりしませんので問題になっておりますので、 

まあ問題のないところでここまで――― 

 ここでよかったことは――― 

今までは海岸までを保護区にしておりましたが、 

こんど鉄道線路まで保護区にしました。それで去 

年、一昨年、今年と広がりまして――― 

 

―――餌は子供が順番にやることにして、 

それでどうしたらよいか―――鳥に条件反射をつ 

けさせるために、全部餌つけする者は白いヤッケ 

を着たので大体効果があがったと思います。大体 

中海にいる白鳥は  の（    ）を食べてお 

ります。それで自然環境が破壊されいろいろ問題 

で――― 

 昔４２年の写真ですが、こういう状態で自然の 

餌を食べておったのですが、それから餌づけに成 

功しまして、こういう状態になっております。現 

在、自然破壊というのが問題ですが、本会を通じ 

て中海の自然保護をやっていただきますようにお

願いします。 

 今年の３月１７６羽１ヶ所で数をよんでおりま 

した。そこで実際のところ２００以上来ていると 

思いますが確認したのは１７６羽です。そのうち 

オオハクチョウが僅か７羽しかいないのです。こ 

れは島根県、石川県、福島県、猪苗代湖などコハ 

クチョウが多いようですが、そのような状態でな 

にかその辺に関連があるかと思いますが、それは 

今後研究していきたいと思います。それから今朝 

のテレビで環境庁の方が自然環境調査をやられる 

そうですが、その中で野生動物の種類が出ていた 

ようですが、その中に白鳥が加えてあるかどうか、 

お調べ願いたいと思います。それと自然環境保全 

地図をこしらえる。 

 是非その中へ自分の渡来地も保全区というよう 
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な中へ入れていただきたいと思います。 

 

 

東京都 堀 内 盛 一（環境庁勤務）  

 中身がにつまったものでございませんので、こ 

れといって皆様の―――けれども――― 

 動植物―――動物の中で鳥類、鳥類の中の白鳥 

というものが当然に入って来るものと思われます 

ので、その点は皆様の方に調査員をお願いするこ 

ともあろうかと思われますのでその辺のところで 

よろしくご判断いただきたいと思います。 

 

 

香川県高松市 松 田 輝 雄  

 高松市に溜池が沢山あります。特に高松市の南 

部、大体車で２０分位の辺りが田園地帯と街がの 

びて来ている接点となっていますが、接点の辺り 

の溜池に毎年といっても私は高松市に来てまだ四 

年ですが、四年は毎年来ております。先程も申し 

ましたが、今年が１羽、去年が１羽、一昨年が２ 

羽、その前が親子連れで５羽ということです。前 

から高松に住んでいる人にききますと４１年に３ 

０羽程来て、県内の小学生や中学生がバスを繰り 

出して見物に来たことがあったそうです。 

 今は１羽、２羽で溜池１０ヶ所位を転々として、 

冬になると池の水が引くものですから、そこの小 

魚でも残っているのでしょうか、魚を食べるかど 

うか知りませんが、とにかく魚が見えるようにな 

ってからやって来るそうで、大体１１月１４日に 

来たそうです。―――水が溜り出すと気温が上る 

のでしょうか、タイミングとしてもよいようで、 

北の方へ行くというようなことです。 

 

 

 滋賀県琵琶湖 八 田 知 行  

―――それからずっとまいっておりません。 

 

 ４２年の秋に琵琶湖大橋から南の部分を鳥獣保 

護区に設定いたしましたが、その効果があったよ 

うに、関連づけるように――― 

 関係あるような気がいたしますが、このように 

琵琶湖の南部の方に４０年ぶりに現れております 

と言いましても２羽とか５羽というような程度で 

ございます。 

 それから４４年に８羽、（ヤツ川）河口に８羽 

とか６羽。 

 それから４６年１月と書きましたが４７年のま 

ちがいでございますが、全面禁猟いたしましてか 

ら琵琶湖の北部に（    ）という湖がござい  

ますが、ここに１３羽飛来しております。 

 それから４８年の３月に１羽長浜地先に確認し 

て、こういう状況でございまして、今後皆様のご 

意見をお聞きしまして定着地として出来ますよう 

に努力いたしたいと思っております。 

 

 

福島県猪苗代湖 大 森 常三郎  

猪苗代湖の周囲は７２㎞ほどございますが、渡 

来する位置はここの間、ここ大体１０㎞に渉って 

おります。そしてここは砂浜でおりません。比所 

と比所が観光施設がありまして、この地点と、こ 

の地点に水草がよく繁茂しておりまして、この地 

帯に渡来します。 

 猪苗代湖は標高が５２０ｍ位で長野県の野尻湖 

につぐ標高の高い渡来地であるということ、それ 

から戦後観察した当時は２３年に７羽であった。 

 それがだんだん増えてきているなあという事か 

ら３８年に３７羽になって、ここで農薬の被害と 

思われるのですが、７羽は死んでおります。 

 この頃から白鳥の保護にのり出しまして、４０ 

年に餌づけをいたしまして、餌づけ開始当時は６７ 

羽でございました。 

 それからずっと現在今シーズンは４３２羽を数 
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えるまでに増えて参りました。 

 その間、県の天然記念物指定から始まりまして 

昨年の２月に国指定の天然記念物になりまして、 

この間を指定して保護することになりましたけれ 

ど、まだ問題はここの湖水は漁業権もありますし、 

その間の折り合いもつけなければならない問題だ 

ということであります。 

 

 

福島県阿武隈川 八 木  博  

 阿武隈川という――― 

橋が３００ｍ位の幅ですが、このあたり川が流れ 

ているわけです。こちら松川という小さい川です 

が、この間は――――おかめ橋とこの橋の間、約 

２,０００ｍです。上竹さんの家はこの辺りのもの 

ですから、川の中で現在は島が出来ているのです 

が島をブルドーザーでいぐりまして、湾をつくり 

まして、水の流れを止めて、この中に餌をまいて 

いる訳です。 

 何分沼や湖水とちがいまして、餌を入れても流 

されてしまいますので、最初に屑米を毎朝まいて 

やりました。 

 一番最初に来た時は、４５年に２６羽来たので 

すが、２６羽が来た時は、丁度島はなくて、じゃり 

採りのあとで浅かったり深かったりして――柳の 

葉のような藻があるのですが、このヤナギモを主 

食として食べていたようなのですが、それがなく 

なった頃、みなさんで眺めているだけで餌づけな 

どやらなかったわけです。資金もなかったので。 

私は鳥獣保護員ということで餌づけをしたくて、 

上竹さんも一緒に川に入って青米をまいたところ 

非常に効果がありまして、青米を大体１回に１斗 

位そっとまいて来る。青米ばかりでなく、最初は 

こういうような箱を作りまして杭で止めておいて、 

茶殻とか、ミカンの皮、リンゴ、野菜の屑、白菜 

をこまかく切って入れたわけです。だいぶ馴れて 

 

きて食べるようになりました。「白鳥さんの歌」 

などが出来まして福島市民の冬の名所になりまし 

て、小さい子供やおじいさんから日曜日になりま 

すと―――――その環境は、土堤があり、川があ 

りまして県の方でサイクリングロードを作ったわ 

けです。―――１０羽が５羽になりまして最後の 

５羽が３月１５日になると飛ぶわけで、４年間の 

データーがあるわけです。白鳥の渡来については、 

日照時間との関係ですね。この頃になりますとヒ 

バリが鳴きます。３月１５日になればヒバリやウ 

グイスに見送られながら、白鳥が北上して行くと 

いうのが福島の阿武隈川の白鳥の状態です。 

 

 

宮城県伊豆沼 横 田 義 雄  

白鳥の伊豆沼、内沼、長沼の３つの沼を合せまし 

て、私たちは伊豆沼湖沼群と申しておりますが、 

ここのところの青いところが宮城県と岩手県の境 

になっております。北の方ですが、その青い色の 

３つの湖が白鳥とガンの来る所でございます。 

 白鳥について申し上げますと今年の１月１６日、 

環境庁で調べましたのが約２,８００羽。それから 

野鳥の会で調べましたのが１,０００羽余りでござ 

います。いづれにせよ１,０００乃至２,０００は確 

かに来ております。 

 その種別ですが、大体９月、１０月頃にはコハ 

クチョウが非常に多い。そして１１月頃からオオ 

ハクチョウがだんだん増えておりまして、毎年な 

らばコハクチョウが、もう２月３月には、いなく 

なるというのですが、今年に限って２月３月まで 

おったと。それでオオハクチョウとコハクチョウ 

の割合は、はっきりしたところはわかりませんが 

大体今年あたりはオオハクチョウが２月３月で６ 

分、コハクチョウが４分位でなかろうかというこ 

とで、これは将来調査を要すると思っております。 

それから種別のうちで１つ今年はアメリカコハク 
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チョウがまいりました。これはただ１羽でござい 

ますが、ここに写真を持ってまいりましたのでお 

まわしいたします。――――このうち右上の所、 

目の前に黄色の斑点がございます。これが特徴で 

ございまして、斑点のないのがナキハクチョウあ 

るいはアメリカコハクチョウの斑点のないものと―― 

 白鳥の保護・給餌関係はここにお出での相沢さ 

んが非常に詳しいので追加していただきますが、 

この伊豆沼の中の白鳥の保護は今のところ３ヶ所 

で行なわれておりまして（エづけの）桟橋も鉄製の 

ものが３つ作られて、その他小さい補助の木製の 

ものも作られております。ただここの問題はうま 

く白鳥が餌を食べておるのですが、餌が足りない 

ということ、周囲の人の自発的寄附によって、籾
モミ

 

その他を集めておりますが、やはり足りないよう 

で２月の末頃になくなって給餌しないので、給餌 

しなくなると１週間か１０日のうちにいなくなっ 

たということもあります。（後略） 

 

長野県野尻湖 永 島 吉太郎  

 野尻湖はただ疎開で参ったもので、土地にとっ 

ては完全な他所者なのです。 

 白鳥が来ることは知らないでいて、３８年はじ 

めてオオハクチョウだということを知ったのです。 

その時は３羽参りました。双眼鏡で確かめてなお 

中西先生に問合せて確認したわけです。３８年１ 

月です。これは保護しなければということで。国 

立公園内でありながら禁猟区でないので何とか禁

猟区にして鳥獣保護区にして貰わなければと言う 

ことで、陳情や請願などをしてみたがうまくいか 

ない。どうしても地元の農業組合や猟友会の反対 

が多くて、てんで問題にならない。 

くりかえし陳情したが――― 

県としては鳥獣保護区にしたいらしいのですが公 

聴会を開くとだめになる。かなり報道関係の方が 

根まわしをして下さって、よさそうだというんで 

 

公聴会を開きますとだめになる。 

 町議会、県議会、県知事に陳情をくりかえした 

のですが、報道関係の方々が応援して下さってひ 

っこみがつかないようにして下さった。中村さん、 

吉川さん、嵯峨さん、鎌奥さん、みなさんお骨折 

り下さって、あの手この手と裏から表から。 

 ひっこみがつかなくなって、しぶしぶこの（４ 

７年）１１日鳥獣保護区にすることが確定したと 

町長が言っています。 

まだ、問題があるのでお願いしておかなければと 

思います。複雑な形をした湖水なので水面だけを 

保護区にするのでは駄目なので、これをずっと広 

く保護区にして、大きくとりまく形にしないと意 

味がないのです。今はカツカツな線を引いており 

ますが、もっと広くしてくれないと意味がないこ 

と。それから伊豆沼のお話と同じように、野尻湖 

は深い所は４２ｍも深さがあるので大きい遊覧船 

でも何でも動きまわることが出来る。何十㎞もス 

ピードの出るモーターボートでひっかきまわして 

しまう。それで余り広くない所で、スピードボー 

トでウォータースキーを引っぱったり、冬はそう 

いうことをやる人はなくなるけれども、はやりそ 

ういうボートがありますと、今までの所ですとカ 

モ猟などで走りまわっておっぱらってしまうので 

す。スピードボートの入らない区域を是非つくる 

ようにしてもらわないと白鳥の保護は出来ないだ 

ろうと思っております。今のところ一番多くなり 

ましたのが１３羽位のもので、狩猟がゆるされた 

ままの餌づけですから一向にはかばかしく増えて 

はおりません。 

 餌のことですと長野市などでパン屑をとってお 

いて下さるので、私が長野まで取りに行くのです 

がよろこんで食べている。トウフのオカラをトラ 

ック１台上げると言って下さる方もあるので、お 

かげで餌の心配はないのですが、どうも不徹底で 

にえきらないような鳥獣保護ですので――― 
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第１段階としてはこれでもありがたいと思ってい 

る。殊に伊豆沼のように浅い所でしたらエンジン 

のついた船が入るということは水を汚染してしま 

う。油がどうしても浮くので―――そしたら野尻 

湖の場合でしたら魚が減るのです。これも一つの 

攻撃の手段で、こんな船を持ちこむと魚がいなく 

なるよと、言うのもよいかと思うのです。野尻の 

場合は広く保護区にしたいと思うので、折にふれ 

ご援助をいただければと思う次第です。 

 

 

青森県大湊 三 上 士 郎  

 私も餌づけは、ずっと前からやっておりまして 

――自分自身で口から口へ、口うつしにやったり 

する重大犯人だと思っており、ほんとうはこうい 

うことは、いけないのではないかと思いますが、 

―――そのことは別にしまして、―――青森県の 

話をいたしたいと思います。 

ここに十三湖がありまして――― 

ここに畠山さんの小湊があります。これは特別天 

然記念物であります。ここにわれわれの「むつ」 

があるわけです。――― 

 ここに広大な小川原湖がありますが、今めちゃ 

くちゃになろうとしている所です。 

 私が（昭和）２９年に（医院を）開業しました 

時に 

昔から小湊の白鳥は東から風が吹けば大湊へ行く 

し、西から風が吹けば十三湖に行くのだから、小 

湊の白鳥だけを天然記念物にしておけば、ことた 

りると言われていたのですが、実際に大湊に帰っ 

て、夜この附近を歩いてみるとさかんに白鳥が鳴 

いている。 

 どうせ、こういう仮説をたてるならば十三湖と、 

小湊と大湊の白鳥を同日同時間に調べて、一、二 

年のデータを作って、小湊の白鳥だけを天然記念 

物にしておけばいいという結論が出てくれば、よ 

 

いのですが、そうでなくて昔から青森県におられ 

た鳥学者の方々の意見がこれに反しておりました 

ので、私は不審に思いましたので、先ず２９年に 

畠山さんに小湊、大湊の調査をお願いしたので－ 

飛んで来るコース、渡去するコース 

大湊のものは、このまま帰ってゆく。十三湖はう 

たれて１羽もいなくなりましたが、 

松前半島を越して――ここに集って――「むつ」 

のこちらの方に入る。――― 

新聞にも書いたもので――― 

 県でも捨てておけなくなって十三湖、小湊、大 

湊も調べたところ、各地が別の集団であることが 

わかって、県も止むを得ず、十三湖と大湊を県の 

天然記念物に指定したのであります。こういうこ 

ともあるので、今までの固定概念にとらわれずに 

皆様ご自身の眼で調べていただきたい。 

 もう一つ日本の有名な鳥学者が、小湊の白鳥が 

時に応じて対岸の大湊へ行くこともあると書いた。 

もう一つは海岸線をまわって、厚岸湾に入って風 

連湖の方に行くというのです。大湊のやつはどん 

どんこれに向って飛んで行く。私の家の上を通過 

するとすぐ（シダノ）灯台に電話をかける。大体 

６０キロで１５分位で飛んでゆくわけです。灯台 

員が望楼に上ってみてくれる。この説を信じて私 

は四年間こっちばかり見てもらっていた。 

 こっちには全然見えないという。いくらこっち 

から１００も２００も飛んで行っても灯台から見 

えないとはふしぎだ、ふしぎだと思っているうち 

に灯台長が街を歩いていると、うしろから入って 

来たと、こういう話を聞いた。３４年からこっち 

の方を見てくれと、たのんだ。たまたま２００羽 

位の集団が飛んだので電話をかけた。大体ここは 

１５分位で「むつ」の上空は２００ｍ、（シリヤ） 

から南は陸上を２００ｍ、大体１,０００ｍ位の高 

度を飛んで太平洋に真直ぐに出てそれから襟裳の 

方へ飛んで行く。と灯台員からの報告を得た。そ 
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れでこの説（前述の）は、うそだと判断した。大 

体、こういうコースを通って北海道の方も道東へ 

も飛んでいくのではないかと考えている。 

 ウトナイ湖は途中であるものが、よって行くの 

ではないかと考えている。 

 先程皆様にお聞きすると、やはり道東に向って 

飛んで行くというお話でした。 

 私の知る範囲では大体こういうコースで、しか 

もこれを裏付けるように、私の鳥の弟子の船長が 

この辺でイカの漁をしていると、この（シリヤ） 

と（エリモ）を結んだ線の上で、一番船に馴れて 

来る鳥が多いそうで、私は鳥の道は大小にかかわ 

らず一定しているのではないかと考える。とにか 

く私はある（鳥類）学者の説を信じて４年の歳月 

を損したことを申し上げて既定の概念にとらわれ 

ないで、独自の眼で確めて研究をすすめていただ 

きたいと思います。 

 

 

北海道ウトナイ湖 伊 賀 岩太郎  

 ３６年からでございまして、日は浅うございま 

す。その短い中の状況でございますが、 

 最初は３６年には、これは全般を通じて言いた 

いのですが、少なかったわけでございます。羽数 

にいたしまして８５羽という状態でございました 

が、だんだんと増えまして、４０年には２１８羽、 

４２年には２４１羽、現在は７０５羽来ておりま 

す。そのようにだんだん数も増えて参ったわけで 

ございます。いつ頃来て、いつ頃帰るかというこ 

とでございますが、最初は１１月に入りませんと 

来なかったので、ところが最近は１０月に参るよ 

うになりました。昨年は１０月１７日に参った状 

況でございます。帰る時期でございますが、帰る 

時期はやはり４月の中旬には殆んど帰ったのです 

が、現在は５月に入って全部帰るというような状 

態で、あそこに飛来している時期も早く来て、お 

 

そくまでいるという状態が確認されております。 

それから一番多くいる時期でございますが、これ 

もいろんな本州方面との関係が多分にあると思い 

ますが、３月の月が一番多いわけでございます。 

これから見ますと、白鳥は北の方からウトナイ湖 

に直接来て、あそこから帰るというのもいくらか 

おると思いますが、大体は道東の方に来まして、 

本州に渡る途中にウトナイ湖によってそして本州 

に行く数が、かなりをしめているのではないか。 

帰る場合もそうでございますが、３月下旬に一番 

多いということは、やはり本州の方から帰る時に 

よって翼を休めて、そして北の方へ帰って行くと 

いうことが、そういう数も含まれていると考えて 

おります。 

 次に餌づけにつきましては、先程から各地に苦 

労されて餌づけ成功されているようですが、ウト 

ナイ湖の場合いろいろの方法でいたしましたが成 

功しませんでした。ここ２、３年、先程各地のお 

話ありましたが、学校給食のパン屑をやったわけ 

でございます。それには成功しております。パン 

屑は好んで食べておるわけです。しかも学校給食 

のご援助を得まして教育委員会から多量にパン屑 

が貰えますので、餌の方の心配は余りないような 

状況でございます。苫小牧の環境的な問題でござ 

いますが、苫小牧は３８年に港を作りまして、あ 

の附近一帯は工場地帯と変ったわけでございます。 

その以前は（  ）原野という湿地帯で占められ 

ていましたが、３８年に港が出来てから急速にあ 

の附近が、自然が変って来たわけでございます。 

埋立てというようなこと、あるいはまた、いろん 

な工場がまいりましてそうした方面の影響も多分 

に受けておるわけでございますが、更に本年度か 

ら着工されるわけでございますけれども現在の港 

の東の方に数倍にわたるような港が出来、そして 

また工場地帯が出来るというような状態になって 

来ております。 
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こうした中でどのようにして環境の変る中で、 

白鳥を保護して行くかということにつきましては 

非常に心配されるわけでございます。 

 たとえばウトナイ湖の周辺もウトナイ湖の水を 

利用するために水かさを揚げると。――― 

 つきましてはウトナイ湖の自然の状態で保たれ 

ておったわけでございますが、その周辺にコンク 

リートの壁をこしらえまして、かさ上げいたしま 

して水を保つというようなことも考えられておる 

ようで、そうとう変ることが予想されます。その 

ようなことで白鳥保護委員会といたしましては、 

いろんな方面と提携いたしまして出来るだけ自然 

を破壊しないですむような方法を市理事者の方を 

通し、進出して来るところの企業とも話しあって 

少しでも防せいで行きたいと考えておるわけでご 

ざいます。 

 幸いにして苫小牧市に白鳥保護委員会の外に、 

苫小牧市郷土文化研究会あるいは苫小牧市自然保 

護協会というようなものが現在出来ておりまして、 

三者が歩調を合せまして、いろいろなＰＲなどい 

たしております。今一寸環境の変りつつある中で、 

どうして行くべきかということで一生懸命になっ 

ている次第です。 

 よろしくお願いします。 

 

 

 北海道濤沸湖 玉 田  誠  

 鳥獣保護区のことですが、これは何か普通保護 

地区というのと、特別保護地区というのと二つあ 

るのだそうです。特別保護地区という指定を受け 

ますと受忍負担、何か忍ぶことを受ける負担とい 

うのがあるそうで、公用制限というのがあって普 

通ではもう手をつけられない、勝手に入ることも 

出来ないというような厳しい制限があるそうでご 

ざいます。それでこの特別保護地区の指定という 

のは、勿論そういうことで困難をともなうと思う 

 

のですけれども。 

 トウフツ湖は９００ヘクタールの水面は、特別 

保護地区。あと２,１４０ヘクタールは普通保護地 

区になっております。いろいろたいへんだと思う 

のですけれど、出来ればこの特別保護地区の指定 

を受けるようご努力をいただきたいと思うわけで 

ございます。それからもう一つは、先程餌づけの 

ことを申し上げましたが、私は餌づけ無用論者で 

はないのでありまして、それぞれの地区で事情が 

あろうかと思います。私の所の学校でも、毎年全 

国から３０人ほどの方から茶殻を送っていただく 

わけですけど、そのことが日本各地で白鳥を保護 

しなければならないという気持ちを植えつけてい 

ると思うわけです。われわれだけがいくらやって 

も駄目なので、やはり多くの人たちのご協力を得 

ることで、こういうものも断らないでおくことが、 

大事だと思うわけでございます。 

 私たちは朝７時半から観察をするわけですけれ 

ども、子供が岸辺に立つと白鳥が泳いで来る。少 

し遠いのは飛んで来る。そして手から直接餌をと 

るわけでございまして、私などちょいちょい学校 

へおくれて行くような始末になるわけで、非常に 

可愛いいものでございます。しかし、そのことが 

不幸なことにつながらないように注意をしていた 

だかないと、人間というものはみな親切なものだ 

というようなことになって、後から自分で餌を採 

ることを忘れたり、いじめられたりすることのな 

いように気をつけていただきたいと思うわけです。 

 プリントの最後に別海町の尾岱沼の場合という 

一項がございますが、のちほど森下さんからお話 

があると思いますが、私の思いちがいから多少ニ 

ュアンスのちがった書き方をして――かと思いま 

す。このことはお詫びしなければならないと考え 

ております。以上 
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北海道野付湾 森 下 幸一郎  

 私は北海道の一番東端の別海町におりまして、 

風連湖、そして尾岱沼という野付湾の白鳥及び自 

然保護についていろいろと勉強させていただいて 

おります一人でございます。特に白鳥につきまし 

ては、町の鳥といたしましても４６年に制定いた 

しまして町民ぐるみで保護しているというのが実 

態でございます。そういうなかで私共尾岱沼に野 

付湾に飛来する白鳥は、全国一であってしかも国 

際的にも非常に自負するところであります。とい 

うのは過去数年来、何千羽という白鳥が飛来して 

いるわけです。それらの実態につきまして１、２ 

申し上げまして、みな様方に御指導いただければ 

この会に出席したかいがあるものと、考えるわけ 

でございます。実は資料を持ってまいりませんの 

で、ここに書きまして申上げたいと思います。 

 従来私の方では１０月１４日もしくはそれより 

づれても２，３日という形のなかで、この風連湖 

で白鳥を確認しております。白鳥は１２月になり 

ますとこれが全部しばれる。――― 

 これが氷りますと白鳥は必然的にこの野付湾に 

入るというようなことでございます。野付湾とい 

っても非常に広いわけでして、特に―――という 

餌を見つけましては、こちらの浅瀬にありますア 

マモそしてエビモを採るわけでございます。とこ 

ろがこれが１２月、年が明けますと必然的に氷が 

はりはじめるわけでして、張る氷りがこの辺まで 

来るわけです。そうしますと必然的に鳥が追われ 

てこの沿岸によると。で私共は学者でなくてよく 

わかりませんが、白鳥は一日に必ず一度は真水を 

飲まなければ生きていきないのではないかという 

論を聞いております。それが正しいのではないか 

ということが、この春別の河口に必ずよるという 

ことです。で、こういう形の中で氷がはり、しか 

も風連湖に氷がはり、２月１０日頃になりますと 

 

流氷が入ります。そうしますと鳥の採餌する場所 

が非常に狭ばまれることです。で、私共はその厳 

寒期の２月中旬に人工的な給餌、燕麦、そして茶 

殻、野菜類というようなものをやっております。 

しかし数が非常に多いために、ほんの一滴しか与 

えられないというのが実態です。で、この人工的 

給餌をやることを鳥本来の習性を失うものである 

から、止めろと一部の学者の方が言われておりま 

し。私は先程玉田先生がおっしゃった人工給餌を 

することについての必要であるという論者の一人 

です。 

 ということは自分で採餌を出来ない場合には、 

当然人工的に給餌をするのは当りまえでないかと 

判断するのです。そこでみな様方にお伺いしたい 

のは、茶殻の取扱いのことなのです。私共茶殻を 

全国各地の方から茶殻をトラックに何台という程 

いただいております。しかし、乾燥が不充分でカ 

ビがはえたり、虫がついたりでということで非常 

に給餌の時に支障をきたしております。で、白鳥 

の生態をある程度専門的な方にお願いしますと、 

その茶殻のカビが原因で死ぬというような実態も 

出ております。で、みな様の中で茶殻がほんとう 

に、白鳥に対して、いい餌であるかどうかという 

ことを、お聞きしたいと思うのであります。それ 

ともう１つは、我々が人工的に人間が動物に対す 

る給餌することがはたして是か非かお伺いしたい 

と思うのです。先程来の方々のお話ですと、１５ 

羽、２０羽、多くは１,０００羽の中で給餌をなさ 

っているように伺っておりますが、私共は数多い 

白鳥の中のほんの一部にしか与えられないので、 

非常に効力はないと思いますが、その中で果たし 

て茶殻をやることがいいか悪いか、合せて人工的 

に人間が鳥に対して給餌することがいいか悪いか 

ということを是非この機会に、私共お伺いしたい 

と思っています。実はこの写真が、現在風連湖に 

残っている白鳥７羽なのです。この鳥が残ってい 
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ることは餌づけをするから残るのだと言う人がい 

るのです。そこで私共はこの機会に、白鳥を研究 

なさっているみな様方に是非お伺いしたくて、今 

回はるばる出席させていただきました。私共は茶 

殻については、全国の方々からいただいて茶殻は 

白鳥が食べないとお断りするのは、非常に心苦し 

くて困っているのが実態です。みな様のお知恵を 

拝借したいのです。 

 

新潟県瓢湖 吉 川 繁 男  

 餌づけのことでいろいろとご意見がありました 

が、瓢湖の場合を申し上げます。 

 瓢湖では昭和２９年以来餌づけをしていますが、 

主としてシイナ（稲の未熟なモミ）をやり、そこ 

にパンくずや茶ガラ（ムギ茶または緑茶のよく乾 

燥したもの）をまぜてやっています。白鳥にとっ 

てはもちろん水生植物等の自然のエサが一ばんい 

いわけですが、戦後の食糧難のころ父が考案した、 

代用食のような“茶ガラ”が、新聞やラジオやテ 

レビで、白鳥の好物として紹介されて以来、白鳥 

のエサは“茶ガラ”だけというふうに誤解されて 

いったように思います。瓢湖の白鳥は茶ガラも食 

べますが、決して好物というほどではなく、いま 

 

では学校給食の残りの食パンやパン屋さんのくだ 

さるパンくずが一ばんの好物のようで、日本人の 

食生活の変化につれて白鳥たちの食性も変ってき 

たようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし瓢湖の白鳥も渡来したもの全部がまんべ 

んなくエサにつくことはまれで、つねに新しい渡 

来白鳥と入れかわったり、グループごとの交流も 

はげしいようです。また一日に三回、午前８時、 

１１時、午後３時頃と時間をきめて、与えるエサ 

の量も白鳥の頭数と顔ぶれを見て加減してやって 

おります。しかし結局は自然のエサを求めて移動 

するわけで、瓢湖でも自然のエサをたやさないよ 

う、水きん公園の用地として新しく買上げた田ん 

ぼを利用して「クロクワイ
．．．．．

」などを植え、自然の 

餌の繁殖をはかっております。 

 イギリスの白鳥渡来地スリムブリッジでもムギ 

やヒマワリのタネ、パンくずなどを与えていまし 

たが、やはり時間をきめ、特定の人が一定量を与 

えていました。しかもこの餌づけは、観光のため 

ではなく、研究と保護を優先した白鳥のバンデ 

ングをしやすくするためや、個体識別の終了した 

白鳥たちの生態の観察がしやすいようにするため 

のようでした。 

 要は勝手気ままな定見のないエサづけはやるべ 

きではないと思います。しかし瓢湖の場合、全国 

から送ってくださる“茶ガラ”が毎年トラックで 

三台分もありますので、わざわざ送ってくださっ 

た方には礼状を差し上げたりして、そのまごころ 

に感謝いたしております。（この項、録音状態が 

悪るく聴取不能だったため、後日吉川氏から直接 

取材し、記載しました。） 
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